
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

指摘事項等への対応

□監査

□決算特別委員会

□県民協働による事業改善

 概算事業費（B（A）+C） 18,995 18,437 18,667 18,468 18,468

16,516

概　算
人件費

2.00 2.00 2.00 2.00 2.00

16,516 16,516 16,516 16,516

0 0 0 0 0

2,479 1,921

Aの
財源

2,496 2,236 2,151 1,952 1,952

目標 成果 達成状況

27予算案 成果目標の達成状況

H26末
（見込）

H27

学校体育実技
指導協力者派
遣事業派遣校

71校 62校

1,952

武道講習会
受講者数

29人 40人

予
算
額

前年度繰越
項目

当初予算 2,496 2,236 2,151 1,952 1,952

2,496 2,236 2,151 1,952

合計 2,151 1,952 1,952

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度 26年度 27要求

成果目標・
事業内容

○学校体育実技（武道）講習会は、40人の参加を得る。
○学校体育実技指導協力者派遣事業は、62校に派遣する。

（単位：千円）　

H28
目標

補正予算

合計（A)

学校体育実技指導協力者派遣事業 直接
体育授業への指導者派遣（水泳：小・特支学校50校
年間各8～１0時間、水泳以外：中・高校12校　年間
各８～10時間)

1,680 1,495 1,495

（予算案）

学校体育実技（武道）講習会 直接
武道の経験が尐ない教員に対する武道理論・実技
研修（参加者数40人（剣道　20人、柔道20人））

471 457 457

項目 実施方法 H27実施内容
H26 H27

（当初） （要求）

３　豊かな心と健やかな身体の育成 実施期間 H13

○本事業による専門的な技術指導によって、児童・生徒の運動技能の向上が図られてきている。
○学校体育への指導者の派遣については、小学校では水泳のニーズが高く、中学校では武道、ダンスの必修化に伴う派遣要請が多
い現状にある。特に、武道指導者の派遣については、中学校の武道必修化以降３年間は本県での重大な事故はないが、安全な指導
のため引き続き継続していく必要がある。

県が関与
する理由

　体育・保健体育科の授業に専門的な指導者を派遣したり、武道の経験が尐ない教員に研修会を実施したりすることで、より効果的な
指導を通して児童生徒の体育・スポーツ活動における知識・技能・態度の充実・向上を目指す。

～

県でなければ実施不可（その他）
【左記の説明、根拠法令等】

学校基本法、教育公務員特例法、スポーツ基本法

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

（指摘事項等） （対応）

要求からの主な変更点 　要求どおり

事業番号 15 09 03 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□当初要求　　■当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

事　業　名 学校体育実技認定・指導費 担
当
課

部局 教育委員会事務局

課・室 スポーツ課

総合５か
年計画

プロジェクト  E-mail sports-ka@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
7-1 子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばす学校教育の充実

mailto:sports-ka@pref.nagano.lg.jp

